
資金管理 情報管理 再資源 自再協 ASRﾃｰム 合計
平成１７年度 運用主体機能に直結するものは直課。共通利用す

るものは各法人の処理予測台数にて比例配分。
82.45% 1.53% 8.48% 7.54% 100%

平成１８年度 　同上 同上 同上 同上 同上 同上 100%

平成１７年度 ｼｽﾃﾑ規模を指標化した数値をもとに比例配分 44.30% 28.59% 6.63% 12.01% 8.47% 100%
平成１８年度 運用主体機能に直結するものは直課。共通利用す

るものは05年7月－9月のｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ保守の工数実
績値（直課）により比例配分。

64.51% 15.61% 2.87% 10.33% 6.18% 100%

平成１７年度 想定されるファックス送信件数にて比例配分 27% 73% 100%

平成１８年度 05年4月－9月のファックス送受信件数実績にて比
例配分

31.91% 68.09% 100%

平成１７年度 ｸﾗｲｱﾝﾄ数（会計ｼｽﾃﾑにｱｸｾｽするﾊﾟｿｺﾝ数）により
比例按分

44.40% 27.80% 27.80% 100%

平成１８年度 　同上 44.40% 27.80% 27.80% 100%

平成１７年度 運用主体機能ごとに想定されるﾃﾞｰﾀ処理件数（ｵﾝ
ﾗｲﾝ処理数及びﾊﾞｯﾁ処理数）により比例配分。

48.50% 25.03% 0.18% 14.68% 11.61% 100%

平成１８年度 運用主体機能ごとの05年4月－9月のﾃﾞｰﾀ処理件
数実績により比例配分。

66.63% 14.74% 0.74% 7.51% 10.38% 100%

平成１７年度 ①ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務：　ｺｰﾙ数をもとに比例按分し、毎
月精算する。
②事業者登録業務：　入力ﾃﾞｰﾀ項目数をもとに比
例配分し、毎月精算する。

平成１８年度 ①ｺｰﾙｾﾝﾀｰ業務：　同上
②事業者登録業務：　当月までの新規登録累計に
かかる入力ﾃﾞｰﾀ項目数をもとに比例配分し、毎月
精算する。

平成１７年度 個別に資料の頁数をもとに比例配分。
平成１８年度 同上

当該ｿﾌﾄｳｪｱを利用する運用主体機能ごとに想定さ
れるﾃﾞｰﾀ処理件数に応じて比例配分。

①FAXｼｽﾃﾑ関連 19.90% 53.81% 0 14.68% 11.61% 100%
②FAXｼｽﾃﾑ関連以外 48.50% 25.03% 0.18% 14.68% 11.61% 100%

平成１８年度 　同上 同上 同上 同上 同上 同上 100%

　理解普及活動費

共通費用の按分比率（前年度予算との比較）

勘定科目

 ・関係事業者向説明会

 ・ｿﾌﾄｳｪｱ購入に伴う長
期債務負担の支払支出

平成１７年度

・システム改修・保守費

 ・ﾌｧｯｸｽｼｽﾃﾑ運営費

 ・会計ｼｽﾃﾑ保守費

 ・ﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ運営費

　長期未払金支払支出

 ・ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ運営費
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・外部ネットﾜｰｸ運営費
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